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［アプリケーション　～*Application*～］

［ソリューション　～*Solution*～］
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※　System constitution＆Price　　→　 御相談下さい。

③ 相互接続性確認試験③ 相互接続性確認試験③ 相互接続性確認試験③ 相互接続性確認試験

※　System constitution＆Price

① 電波暗箱　MY1510改造　

② 〃　IFモジュール　IFM1

③ ダイポールアンテナ　M304

電波暗箱を使って、移動体向けマルチメディア放送や次世代STBの端末開発を行います。双方向通信試験等において、簡易的な試験空

間をご提供できます。

①通信品質試験　(携帯電話基地局、近接にある外来ノイズ等を遮断)

②蓄積型放送受信時の画像状態確認　（画像欠けやフリーズのチェック)

③デザリング機能等の相互接続性確認試験 （IOT試験等)

アナログ放送の停波を受けて、移動体端末に向けた周波数再編が進んでいます。　自営通信及びV-Low帯、V-High帯マルチメディア放

送等を媒体とした複数サービスへの対応は、特にこの先スマートフォン等の移動体端末の開発には必須です。　また一方では、多様化す

る放送インフラが増加すると、近接チャンネルやマルチパスの影響を受ける形で、近い周波数帯域での混信やエラーレートの多発によっ

て、目的の試験効果を得られない可能性があります。

そうした中でこれら問題を解決するツールとして、高いシールド性能を守り、

豊富なインターフェイスをご用意出来る弊社電波暗箱は期待される試験環境を創造できます。
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オープンサイト等で実測した補正値をシミュレータ側に反映し、

フェライト材を用いた電波暗箱を使用してエラーレート等を確認します。

この際、測定機側でリアルタイムで監視することによって、

特定環境や時間変化による通信状態の確認をします。

移動体端末側で設定するデザイリング機能等を

複数の子機側に配信する際の機能試験に用います。

親機側、子機側と複数台の暗箱を用いて、外来ノイズ

に影響されることなく、双方向接続性を確認します。

(親機側×1、子機側×1)

(ケーブル、コネクタ類別途）
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マイクロニクス株式会社

〒193-0934 東京都八王子市小比企町2987-2

TEL. 042-637-3667 FAX. 042-637-0227

URL http://www.micronix-jp.com

E-mail micronix_j@micronix-jp.com

※表示価格は全て税抜きです。 ※詳細は弊社営業担当までお問合せ下さい。
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